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背景 
・日本は経済連携協定（EPA）により，インドネシアや

フィリピンから多くの看護候補生を受け入れている． 

・日本における外国人登録者数は全人口の1.7%に相当する． 
・国際開発機構（JICA）は青年海外協力隊の派遣など，国

際開発協力を行っている． 

 
 

 
2009年年度から看護基礎教育のカリキュラムにおいて， 

「国際社会において広い視野に基づき看護師として諸外国
との協力を考える」が組み込まれた． 

そんな中 
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目的 
・筆者はカリキュラム編成後の学生の国際看護に関する意

識調査に着目した． 
 
・「国際看護学」に関する研究は稀少である． 
 
 
 
そこで看護学生を対象としてアンケート調査を行うことで 

国際看護に対する学生の現状と，今後の学習の必要性を明
らかにする． 
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・調査対象 
 A大学の看護学生469名（1年 131，2年 123，3年 122，4 年93） 

 有効回答率は100％． 
 
 
・調査期間:2012年5月12日～2012年5月23日． 
 
・研究期間:2012年4月1日～2012年10月23日． 
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・調査票 
 国際看護に関する文献レビュー等を参考に本研究用に開発． 
 
・分析 
数字は統計ソフトJMP9.0. 

自由記述はText Mining Studio4.1. 
 
・倫理的配慮 
 無記名，任意，回収ボックスへの提出により個人が特定され

ないこと，本研究にのみ使用することを文書で説明し，回答
を持って承諾を得られたものとした．また，本研究は成績に
全く関与しないことを説明したうえで実施した． 
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国際看護への興味と内容 
国際看護のイメージ 

国際看護の受講希望と理由 
 

自由記述:評判分析 
        係り受け頻度分析 

       対応バブル分析 
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  学生     n=469 

項目 n (%) 

興味の有無     

ある 100 (21) 

どちらかといえばある 200 (43) 

どちらかといえばない 115 (25) 

ない 52 (11) 

無回答 2   

興味の内容※     

発展途上国における看護協力 164 (55) 

先進国における看護協力やシステム 155 (51) 

災害について 96 (32) 

国内在留外国人に対する医療における看護 69 (23) 

海外の感染症について 64 (21) 

海外の在留邦人の医療における看護 43 (14) 

国際看護に関する授業の受講希望     

ある 113 (24) 

わからない 246 (52) 

ない 110 (23) 

※興味のある学生のみを対象 ｎ＝300 複数回答可 



 
・興味の有無 

 ある21％，どちらかといえばある43％，どちらかといえばない
25％，ない11％． 

 ある，どちらかといえばある割合が6割であった． 
 
 
・国際看護に関する授業の受講希望 

 ある24％，わからない52％，ない23％であった． 
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・興味の内容  
 発展途上国における看護協力    55％ 
 先進国における看護協力やシステム 51％ 
 災害について           32％ 
 国内在留外国人に対する看護    23％ 
 海外の感染症について       64％ 
 海外の在留邦人の医療における看護 14％ 
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・質問内容 
「興味がない理由を教えてください」 
 
・興味がない，どちらかといえば興味がないと回答した人を対象 
 に評判分析を行った． 
 

・自由記述の基本情報は，平均文長（文字数）6.4，平均行長 
 （文字数）6.8，総行数469，総分数498，単語種別数188， 
 述べ単語数869であった． 
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・「英語」という単語が大きく表れており顕著． 
 
・「英語がしゃべれないから」「英語が必要だから」という 
 意見が反映されている． 
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・質問内容 
 「国際看護と聞いてあなたのイメージを自由に書いてください」 
 
・対象は全員． 
 
・係り受け頻度分析と対応バブル分析を行った． 
 

・自由記述の基本情報は，平均文長（文字数）8.6，平均行長（文
字数）12.2，総行数469，総文数663，単語種別数555，述べ単語
数2204であった． 
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・外国人―看護，外国―看護，外国―働くなどの出現頻度
が多い結果であった． 

 
・□で示すように発展途上国―看護，発展途上国―行く，

発展途上国―支援なども示されている． 
 
・言葉―通じる＋ない，英語―必要，英語―話す＋できな

いなどの言葉が表れている． 
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・赤○で示すように1年生，黄○で示すように2～4年生のグ
ループに分かれている． 

 
・1年生は世界，外国，看護，学ぶ，などの単語があり，

「世界各地に行って看護する」「外国の看護について学
ぶ」などの意見が反映されている． 

 
・2～4年生は文化，発展途上国，英語などの単語があり，

「発展途上国での活動」「英語が喋れないといけない」
「文化の違いがある」などの意見が反映されている． 
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・質問内容 

 「（国際看護に関する授業の受講希望について）その理由
を教えてください」 

 
・対象は全員． 
 
・係り受け頻度分析を行った． 
 

自由記記述の基本情報は，平均文長（文字数）7.4，平均行
数（文字数）8，総行数469，総文数508，単語種別数356，
述べ単語数1395であった． 

19 



20 



・希望ありと回答した人 
 授業＋受ける，世界＋知る＋したい，看護＋学ぶ＋したい，

などの単語が見られ，「海外での看護を学びたい」「世界
の看護について知りたい」という意見を反映している． 

 

・わからないと回答した人 
 興味＋湧く＋ない，興味＋わかる＋ない，余裕＋わかる＋な

いなどの単語が見られ，「興味がわかない」「余裕がある
か分からない」などの意見を反映している． 

 

・希望ないと回答した人 
 英語＋苦手，日本＋看護などの単語が見られ，「日本の看護

をまずは学びたい」などの意見を反映している． 
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国際看護への興味と内容 
国際看護のイメージ 

国際看護の受講希望と理由 
本研究の限界 
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・英語に対しての苦手意識が，学生の国際看護への興味を消失させ
る要因となっている可能性あり． 

 

・発展途上国における看護活動や先進国における看護協力やシステ
など国外での活動に興味を示しており，国内在留外国人に対する
医療における看護への興味が薄い． 

 
 

・国内在留外国人は増加しているため，日本における国際化の現状
と国内在留外国人に対する看護について学ぶ必要性あり． 

 

・実際に学生に現実感を持ってもらうために臨床現場に出向き，外
国人患者への具体的な対処方法を発想できるようにすることや，
私たちが外国人と共に暮らしていることを認識する機会が必要． 
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・「これまで国際看護は海外における事象が主な対象とされてき
た」（田村．2012）でも示されるように海外での看護というイ
メージが強く，国際看護とは海外での活動というイメージが根
付いている． 

 

・1年生は入学して間もなく国際看護のイメージが抽象的であり，
2～4年生はより具体的になっている． 

 
・全学年に共通して英語の重要性が語られていることや，1年生に

国際看護のイメージの抽象化が見られたが，ICNやプライマリヘ
ルスケアの考え方では対象が外国人であろうと，看護を疎かに
することはできない． 
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・わからない，希望ないと回答した人の理由として英語の重要
性が述べられており，英語の必要性が国際看護を学ぶことへ
のカギを握っている． 

 
 
 
 
 

・田村（2012）で在日外国人への看護のポイントとして，「心
身を伝える」などの基本姿勢，文化の尊重，人権保護につい
て示されているように，外国人に対する関わりで重要なのは
外国語だけではない． 

  
 
 
 

しかし 
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・A大学の学生のみを対象とした研究であるため，

全国の看護学生の結果を示すことができていな
い． 

 

・次回の研究の課題としては，全国の看護学生の
国際看護に対する意識調査を行い，現状を明ら
かにすることである． 
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・学生の興味は海外での活動に向いており，国内
在留外国人への興味が薄いことが明らかとなった． 

 

・多くの学生が英語の必要性が，国際看護を学ぶ
ことへのカギを握っている． 

 

・1年生と2～4年生に大きなイメージの違いがみら
れたが，ICNなどの考えに基づけば，日本人も外
国人も関係なくすべての人権を擁護することが重
要である． 
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・外国人を対象とする際に重要なのは外国語だけでな
く，田村（2012）は外国人への看護のポイントを述
べている．このことが学生間で学べ知識として得ら
れた時，国際看護に対する考え方は変化する． 

 
・西川ら（2011）では看護学生時代に外国人を対象と
したケアに当たっての知識を得ることの重要性を述
べている．今後のより一層の国際化が進展をするこ
とを考えると重要性は大きくなる． 
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